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急性尿路感染症に対する：Larixinの使用経験

三重大学医学部泌尿器科学教室（主任：多田 茂教授）
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LARIXIN FOR ACUTE URINARY TRACT INFECTION

Norimoto SuzuKi， Takayoshi HAKAMADA and Shigeru TADA

Fro〃Z theエ）ePartment Of Urology， Mie Univers勿Schoolげルfedicine

         （Director： Prof． S． Tada， M． D．）

  Larixin was administered to ．24 cases of acute genitourinary tract infection．

  1） ln 19 cases of acute cystitis， the clinical response was excellent in 14 cases， good in

3 cases and poor in 2 cases with 94．7％ of effectiveness．

  2） ln 2 cases of acute pyelonephritis， the clinical response was excellent in 1 case and

good in 1 case．

  3） ln 1 case of acute epididymitis， the clinical response was good．

  4） ln 2 cases of acute gonorrheal urethritis， the clinical response was good in 1 case and

poor in 1 case．

  5） Side effects were observed in only one patient who showed only slight nausea．

緒 言

 尿路感染症は，泌尿器科領域において，もっとも頻

度の高い疾患であり，また重要な疾患のひとつであ

る．石神！）は1968年総外来患者2，294例中551例（24，0

％）に，尿路感路症を認めており，著者の1人である

袴田2）は1966～1970年の統計で，毎年外来患者の30％

前後に尿路感染症を認めたと述べており，諸家の報告

をみても，これらの報告とほぼ一致して30％前後に尿

路感染症をみている．この尿路感染症の増加を防ぐた

めには予法医学の発展によって急性症の発生頻度をお

さえることも重要ではあるが，これら急性症を慢性に

移行させないこともたいせつで，急性症を適切な治療

により完治することが一つの方法となってくる．今回

著者は広い抗菌スペクトルを有し，腸管からの吸収

がよく，生体内で不活性化されない抗生物質Larixin

（cephalexin）を富山化学工業株式会社より提供をう

け，急性尿路感染症に投与する機会を得たのでその結

果をここに報告する．

性状および組成

 Larixinは広い抗菌力を有し，腸管からの吸収が

きFわめてよく，生体内で不活性化されないcephalo－

sporin C系経口剤cephalexinの国産最初の薬剤であ

り，構i造式・分子式はFig．1に示すごとく．である．

性状は白色～淡黄白色の結晶粉末で，水にやや溶けに

くい．

〈）?鼬ﾇ
              Nl一／
             COOH
7一（D－cr－amino－a－phenylacetamido）一3－methyl－3

cephem－4－carboxylic acid

分子式：C16H17N304S

分子量：347．4

      Fig．1．化学構造
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Table 1．臨床投与例

起   炎   菌 尿中白血球
症 例 年齢 性 疾  患  名

前      後 酬後
（投与量9x日）効果

1  43  女

2  46  女

3  45  女

4  19  女

5  35  女

6  69  女

7  52  女

8  25  女

9  26  女

10  26  女

11  20  女

12  44  女

13  29  女

14  23  女
工5  23  女「

16  25  女

17  22  女．

18  62  女

19  22  女

20  29  女

21  30  女

22  62  男

23  30  男

24  44  男
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 1）症例

 症例は1973年5月19日より，1973年7月18日までに

外来を受診した急性尿路性器感染症24例である．この

24例の性別は，男子3例，女子21例であり，年齢は19

歳から69歳におよんでいる．つぎに症例の内訳をみる

と，Table 1のごとく急性膀胱炎19例，急性腎虚腎炎

2例，急性淋菌性尿道炎2例，急性副睾丸炎1例であ

る．なお急性膀胱炎19例は全症例が女子であった．

 2）投与方法および投与期間

 投与方法は急性膀胱炎，急性腎張腎炎，急性副睾

丸炎にはLarixin 1日19を6時間ご詳に・4回分服

し，3～4日聞投与した．また急性淋菌性尿道炎には

Larixin 1日19を6時間ごとに4回分服し，10日間

投与した．なお本剤の治療効果の判定のために，いず

れの症例にもLarixinのみの投与で他の薬剤の併用を

さけた．

 3）効果の判定

 投与前に膀胱尿の検査，尿細菌培養を施行して投与

後ふたたび同様の検査をおこない比較した．なお副睾

丸炎症例には自覚症状のみを効果の判定に用いた．

 著効：自覚症状，尿所見，尿細菌培養の3項目が正

常化したもの．

 有効：自覚症状，尿所見，尿細菌培養の3項目のう

ちいずれか1つ以上の項目が改善あるいは消失したも

の．

 無効：自覚症状，尿所見，尿細菌培養の3項目すべ

て無変化あるいは悪化したもの．

 以上のような判定基準によったが，最：終的には総合

判定によった．

 4）治療成績

 治療成績はTable 2のごとく急性膀胱炎症例の有

効率は94．7％であり，急性寸寸腎炎2例のうち1例は

著効を示し，1例は尿中白血球がすべて消失したとは

いえず有効とした．急性副睾丸炎1例ではLarixin投

与後副睾丸部，精索部の圧痛が消失したので有効と認

めた．また急性淋菌性尿道炎2例のうち1例は投与後
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睡効 有効 無効有効率

急性膀胱炎 19例
1・1 3 2 94．7％

急性腎孟腎炎 2例
1 ［ 1

急性副睾丸炎 1例 1 1

急性淋菌性尿道炎 2例 1 1

自覚症状および尿所見のいずれの症状も改善されず無

効であった．残りの1例は自覚症状の改善と膿排出の

改善はみられたが尿単染色にて双球菌が完全には消失

していなかったので有効とした．副作用としては24例

投与例日1例にのみ悪心がみられた．つぎに代表的な

症例を詳述する．

 症例No．5， T． T．35歳，女。

 過労後2～3日前より排尿時痛，強い残尿感それに

T．T．35歳，女．大腸菌＞105／ml

頻尿を訴えて来院．導尿による膀胱尿の尿細菌培養と

顕微鏡検査を施行，尿所見では白血球が無数に出現し

ており，急性膀胱炎と診断し，Larixin 1日19，4

回分服を3日間投与したところ臨床症状はすべて消失

し，尿も清澄化し白血球も消失した．さらに尿細菌培

養にても初診時大腸菌105／m1以上に存在していたも

のが完全に消失していた．本症例はLarixinが劇的に

効果を示した症例のひとつであった．なお本症例の尿

細菌培養の結果はFig．2のごとくである．

 症例No．2， S． O，46歳，女．

 膀胱尿道部不快感にて来院．膀胱尿中に白血球が多

数みられ尿細菌培養はFig．3のごとく変形菌が検出

された．Larixin 1日19，分4にて3日間投与した

あとの尿所見は依然として白血球が多数みられ自覚症

状も改善されず尿細菌培養ではクレブシーラが出現し
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ていた．変形菌に対する感受性試験では，Larixinが

（一）を示しているが，Larixin投与後の尿細菌培養で

は菌交代現象が表われクレブシーラに交代していた．

また本症には尿道カルンケルが存在しており単に急性

膀胱炎として取り扱ってよかったかどうか疑問が残る

症例であった．

Table 3．尿中分離菌

1奮腸霞形・麟・球他
クレ黄色上皮
      その

一フ困 菌

考 察

 尿路感染症分離菌の年次的変遷をみると，熊沢ら3）

はグラム陰性桿菌の分離率が増加し，逆にグラム陽性

球菌とくにブドウ球菌の分離率が減少してきていると

述べており，袴田2）は大腸菌とクレブシーラなどのグ

ラム陰性桿菌の増加と黄色ブ球菌の減少を挙げてい

る．また江田ら4）は上皮ブ球菌の減少とグラム陰性桿

菌の増加とくにクレブシーラの増加に注目している．

これらの報告をみても明白なように一般に尿路感染症

の分離菌はグラム陽性球菌に代わりグラム陰性桿菌が

増加の傾向にあるといえる．このことより尿路感染症

では，グラム陰性桿菌に感受性のある薬剤を選択する

ことが第一であろう．また泌尿器科外来患者のなかで

細菌性膀胱炎の占める割合をみると，石神1）は1971年

厨こは約20％であったと述べており，尿路感染症では

細菌性膀胱炎は重要な一つの疾患群である。そして細

菌性膀胱炎においての尿中分離菌をみると石神1）は

1971年度では大腸菌が約半数以上を占めているとして

おり，クレブシーラ，緑膿菌，変形菌などの弱毒菌は

意外に多く検出されたがこれら弱毒菌は慢性膀胱炎に

多く，急性膀胱炎にはほとんど認められず，急性膀胱

炎の起炎菌は大腸菌と一部門グラム陽性菌のみであっ

たと述べている．袴田5）は1966年～1970年の急性膀胱

炎の外来統計で大腸菌52．7％，黄色ブ球菌16．3％，上

皮ブ球菌15．5％，弱毒菌11．O％であったと述べており

約半数以上を大腸菌が占めていることになる．これら

から二次感染症はともかく，急性尿路感染症では大腸

菌に対するMICの低い薬剤がよく，また尿路感染症

においては，血中，臓器内濃度もさることながら尿中

濃度が重要で，尿中に活性型で多量に排出される薬剤

を選択することが必要となってくる．この意味から

Larixinは大腸菌に対するMICも低く投与後6時間

以内で約90％が活性型のまま尿中に排泄されるので急

性尿路感染症には適切な薬剤のひとつであろう．著者

の結果でも急性膀胱炎症例19例の尿中分離菌はTable

3のごとくほとんど大腸菌によって占められており，

急性腎孟腎炎2例とも大腸菌が検出さ乳た．つぎに

Larixin（cephalex圭n）のディスク法による感受性を

みると急性膀胱炎19例中全例に（十）以上の感受性を

急性膀胱炎 19例
i群縄醐急性腎孟腎炎 2例

112 2 ・■l121     f

示し，急性腎孟腎炎2例もすべて（十）以上の感受性を

示し，よい結果であった．Larixinは他のcephaio－

sporin C系抗生剤と同様感受性がよいといえる．な

お急性膀胱炎1例にクレブシーラが検出されているが，

クレブシーラに対してもLarixin（CEX）の感受性は

．（冊）であった．また著者はLarixinを急性膀胱炎急

性腎孟腎炎のほかに急性副睾丸炎呪咀，急性淋菌性尿

道炎2例にも投与を試みた．その結果急性副睾丸炎で

は投与後，副睾丸部，精索部の圧痛が消失した．急性

淋菌性尿道炎では1例はまったく無効であり，他の1

例は自覚症状，尿所見の一部改善がみられたが尿単染

色にて双球菌が完全には消失せず著効とはみなせなか

った．淋菌牲尿道炎の治療については斉藤6）は’ce－

phalosporin系の内服の場合は1日29を3～7日間連

用するのがよいとしている．このことから淋菌性尿道

炎にはLarixin 1日29投与を試みて経過をみるのも淋

疾治療の1方法であろうかと考える．最後にLarixin

の副作用についてであるが24例投与門中1例にのみ軽

い悪心があった程度で問題となる副作用はなかった．

このことからLarixinは他のcephalosporin C系抗

生剤と同様に副作用の少ない薬剤といえる．以上のこ

とよりLarixinはグラム陰性桿菌の多い泌尿器科急性

尿路感染症において使用してみるべき価値のある抗生

剤のひとつであると考える．

結 語

 1）著：者はLarixin（cephalexin）を19例の急性膀

胱炎，2例の急性腎孟腎炎，1例の急性副睾丸炎，2

例の急性淋菌性尿道炎に使用して急性膀胱炎では著効

14例，有効3例，無効2例で94．7％の有効率を得た．

急性腎孟腎炎2例のうち1例は著効，1例は有効であ

り，急牲副睾丸炎1例では有効であった．また急性淋

菌性尿道炎2例話1例は有効，1例は無効であった．

 2）副作用としては24例投与例中1例にのみ軽い悪

心を認めた程度で問題となる副作用は認めなかった．

 以上よりLarixinは泌尿器科急性尿路感染症におい

て使用してみる価値のある抗生剤のひとつと考える．
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